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にしがみ

智彦
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教授らの研究グループは、人工膝関節全置換術を受けた患者さん 285名のデータを解

析し、術後６か月時点の「膝の感じ方」の異常（身体知覚異常）が、術後１年時点の動作時及び

安静時の痛みの強さと関連することを報告しました。本研究成果は、疼痛研究分野を代表する国

際学術誌であり、国際疼痛学会（IASP）の公式学術誌である「PAIN」でオンライン公開されまし

た。 

 

１ 研究のポイント 

・手術前から術後１年までの膝の痛みと身体知覚を評価し、一人ひとりの経過の中で、両者が

時間的にどのように関連するかを検討しました。 

・患者さん同士の持続的な違いを分けて解析した結果、術後６か月時点の身体知覚異常と、術

後１年時点の動作時痛・安静時痛との間に有意な正の関連が認められました。 

・術後の痛みを理解するうえで、「膝をどのように感じているか」に着目する意義を示す結果で

あり、身体知覚の評価や介入に関する今後の研究につながることが期待されます。 

 

２ 研究の背景 

人工膝関節全置換術は、変形性膝関節症による痛みや機能障害の改善を目的とする手術です。

一方で、手術後も痛みが長く続く患者さんがおり、その背景を理解し、適切な支援につなげ

ることが課題となっています。 

近年、痛みとの関連が注目されているのが「身体知覚異常」です。これは、「膝が自分の身体

の一部ではないように感じる」「膝の位置が分かりにくい」「膝が通常より大きく、または小

さく感じられる」など、自分の身体に対する感じ方の異常を指します。 

これまで、膝の痛みと身体知覚異常が同じ時点で関連することは報告されていましたが、ど

ちらが時間的に先行するのかは十分に分かっていませんでした。 

そこで本研究では、膝の身体知覚異常を評価する質問票「Fremantle Knee Awareness 

Questionnaire（FreKAQ）」を用い、手術前から術後１年までの膝の痛みと身体知覚異常との

時間的な関連を検討しました。 

 

３ 研究の結果 

人工膝関節全置換術を受けた患者さん 285名のデータについて、患者さん同士の持続的な違

いと、一人ひとりの経過に伴う変動を分けて解析しました。その結果、術後 6か月時点の身

体知覚異常と、術後１年時点の動作時痛・安静時痛との間に有意な正の関連が認められまし

た。 

この結果は、術後の痛みを理解するうえで、痛みの強さに加えて「膝をどのように感じてい

るか」にも着目する意義を示しています。ただし、本研究は両者の時間的な関連を示したも

のであり、身体知覚異常が痛みの原因であることを証明したものではありません。 

今後は、身体知覚の評価が術後の経過の把握に役立つか、また、身体知覚に着目した介入が

痛みの軽減につながるかについて、さらなる検証が期待されます。 
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国際学術誌（PAIN）に掲載されました 

人工膝関節全置換術後の膝の感じ方と痛みの関係を報告 

―患者さん 285名のデータから、身体知覚に着目する意義を示す― 
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